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　皆さまには、平素よりＪＡバンク山口信連をお引き立ていただき、誠に
ありがとうございます。  
　本年も、当会の平成18年9月期における仮決算情報などを開示いたしま
す。皆さまの参考としていただき、当会についてより一層のご理解を賜れ
ば誠に幸甚に存じます。  
　当会は現在、皆さまに「選ばれるＪＡバンク」を目指し、「信頼、改革、
貢献」をスローガンに、「中期経営計画（平成16～18年度）」の最終年
度として、その実践に取り組んでいるところです。  
　これからも、ＪＡグループの一員として、また地域金融機関として、皆
さまの負託に応えられるよう努めてまいります。  
　何卒、今後とも一層のご支援ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 

◆社会的責任と 
　貢献活動 

　当会は、「一人は万人のために、万人は一人のために」という協同組合
精神に基づき、信用事業を通じて、山口県農業の振興と地域経済の発展に
寄与することで、豊かな地域社会の実現に貢献していきたいと考えていま
す。 
　当会の資金は、そのほとんどが県内のＪＡにお預けいただいた組合員お
よび地域の皆さまの大切な財産である貯金を源泉としています。その良質
で豊富な資金は融資の原資として、農業に関連する企業・団体はもとより、
地域経済・社会を支える県内の地場企業や地方公共団体、個人の方などに
もニーズに応じて広くご利用いただいています。 
　また、地域の高齢者の皆さまに明るく健やかな人生を送っていただくた
めにゲートボール大会等を企画・開催しているほか、安全・安心な地域づ
くりを目指した「ＪＡこども110番」の取組みや、日本赤十字社の献血事
業への継続的な協力等の活動をしています。 
　さらに本年度からは、山口県農業を取り巻く環境や農業政策の転換に対
応し、集落型営農組織等の担い手組織の安定経営のために「担い手サポー
ト資金」を創設し、地域の農業生産活動の安定的な持続のための支援を始
めました。 
　当会では今後とも、地域社会の一員として果たすべき社会的責任を認識
し、地域に根ざした貢献活動を続けてまいります。     
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◆金融再生法開示 
　債権（単体） 

◆単体自己資本比率 
　（国内基準適用）    

◆主要勘定の状況  

危 険 債 権  

要 管 理 債 権  

正 常 債 権  

　合　　　　計　  

破産更生債権および 
これらに準ずる債権 2,541 

1,716 

1,330 

104,165 

109,753 

2,718 

1,519 

1,422 

102,931 

108,593 

△176 

196 

△92 

1,233 

1,160 

平成18年9月末 平成18年3月末 増　　減 債 権 区 分 

（単位：百万円） 

貯 　 　 　 　 金  

貸 　 出 　 金  

預 　 け 　 金  

有 価 証 券  

774,904 

106,948 

409,664 

284,720 

768,520 

106,067 

421,563 

267,070 

790,509 

101,332 

471,951 

242,032 

平成18年9月末 平成18年3月末 平成17年9月末 

（単位：百万円） 

平成18年9月末 平成18年3月末 

15.30% 14.40% 

（注）１．平成18年9月末の計数は、半期自己査定結果に基づき算出しています。  
２．本表記載の資産査定額は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」（平
成10年法律第132号）第6条に基づき、貸借対照表の貸出金およびその他貸出金に
準ずる債権、債務保証見返の各勘定について、債務者の財政状況および経営成績等
を基礎として次のとおり区分したものです。  

　　　（１）破産更生債権およびこれらに準ずる債権  
　破産、会社更生、民事再生等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対す
る債権およびこれらに準ずる債権をいいます。  

　　　（２）危険債権  
　　債務者が経営破綻の状況には至っていないが、財務状態および経営成績が悪化
し、契約に従った元金の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権を
いいます。  

　　　（３）要管理債権  
　　　　　　基本的には、3ヶ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権をいいます。  
　　　（４）正常債権  

　　債務者の財務状態および経営成績に特に問題がないものとして、上記(1)から
(3)までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。　 

（注）9月末の自己資本比率は、9月末のリスク・アセットと自己資本に基づき算出しています。     

（注）貯金には、譲渡性貯金を含んでいます。  
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◆有価証券等時価情報 　 

売  買  目  的 

満期保有目的 

そ     の     他 

　合　　計　 

平成18年9月末 平成18年3月末 

取得価額 時　価 評価損益 取得価額 時　価 評価損益 
種 　 類  

種 　 類  

（単位：百万円） 

（注）１．取得価額は、取得価額または償却原価（当期における償却原価法適用前）を記載
　　　　しています。       
　　　　　なお、平成18年3月末において、その他有価証券で時価のない債券について59百
　　　　万円減損処理を行っています。       
　　　２．時価は、期末日における市場価格等に基づく時価です。      

 － － － 0   0   0   

 － － － － － － 

 272,026   284,720   12,694   254,262   267,070   12,808   

 272,026   284,720   12,694   254,262   267,070   12,808  

【有価証券】 

売  買  目  的 

満期保有目的 

そ     の     他 

　合　　計　 

平成18年9月末 平成18年3月末 

取得価額 時　価 評価損益 取得価額 時　価 評価損益 

（単位：百万円） 

（注）１．取得価額は、取得価額または償却原価（当期における償却原価法適用前）を記載
　　　　しています。     
　　　２．時価は、期末日における市場価格等に基づく時価です。    

 3,969   4,026   56   3,969   3,998   29   

 － － － － － － 

 4,050   3,921   △128   2,050   2,027   △22   

 8,019   7,947   △71   6,019   6,026   6  

【金銭の信託】 


